
令和７年度 一般選抜実施基準 

1.募集定員 

学 科 募集定員 特色選抜募集人員 一般選抜募集定員 

普 通 科 160名 募集定員の 20%(32名)以内 募集定員(160名)から特色選抜合格者を引いた人数 

文理探究科 80名 募集定員の 30%(24名)程度 募集定員(80名)から特色選抜合格者を引いた人数 

 

2.合否の判定について 

 (1) 各圏の設定の仕方 

  ア A圏 

    内申点、学力検査点に基づいて募集人員(特色選抜合格者を除く、以下同じ)の 80%程度の人 

数が含まれるように範囲を設定して A圏とする。 

  イ B圏 

    募集人員 110%程度が含まれるように範囲を設定し、それから A圏を除いたものを B圏とする。 

  ウ C圏 

    A圏と B圏を除いた残りを C圏とする。 

 

 (2) 合格者、不合格者の決め方 

  ア A圏の中で下記の条件 1の(a)、(b)、(c)のいずれかに該当するもの以外は合格者とする。ただ

し、第二志望の者は B圏として扱う。 

  イ C圏の中で条件 2の(a)、(b)、(c)、(d)のいずれかに該当するもの以外は不合格とする。 

  ウ B圏の者にア、イで保留になった者を含めて条件 2の(a)、(b)、(c)、(d)により総合的に判断

し、合格者を決定する。 

 

  条件 1 

   (a) 行動の記録が著しく悪い者 

   (b) 正当な理由がなくて、出欠の記録が著しく悪い者 

     文理探究科 各学年において、無届欠席、無届欠課、遅刻のいずれかでもが 5回以上ある者 

     普 通 科 各学年において、無届欠席、無届欠課、遅刻のいずれかでもが 5回以上ある者 

   (c) 評定について 

     文理探究科 評定 2以下がある者 

     普 通 科 評定 1がある者 

   (d) 学力検査点が著しく悪い者 

 

  条件 2 

   (a) 観点別学習状況が著しく良い者 

   (b) 学力検査点が著しく高い者 

   (c) 内申点が著しく高い者 

   (d) 行動等の記録が著しく良い者 

 

※ 第 2次募集について 

   第 2次募集は、一般選抜の結果、合格者が定員に満たなかった場合に行う。 

 


